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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成20年2月21日(2008.2.21)

【公開番号】特開2006-195155(P2006-195155A)
【公開日】平成18年7月27日(2006.7.27)
【年通号数】公開・登録公報2006-029
【出願番号】特願2005-6296(P2005-6296)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ   5/147    (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ   9/08     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  21/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ   5/147   　　　　
   Ｇ０３Ｇ   5/147   ５０４　
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３７４　
   Ｇ０３Ｇ  21/00    ３１８　

【手続補正書】
【提出日】平成20年1月8日(2008.1.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　円筒中心軸がほぼ水平になるように設置された円筒型有機感光体を帯電する帯電工程と
、該円筒型有機感光体の帯電面に静電潜像を形成する潜像形成工程と、トナー担持体上に
担持させたトナー像を転移させて静電潜像を現像しトナー像を形成する現像工程と、円筒
型有機感光体上に形成させたトナー像を中間転写体を介して、または介さずに、転写材に
転写する転写工程と、該円筒型有機感光体の表面に弾性部材で構成されたクリーニングブ
レードを当接させて、感光体上に残った転写残トナーを感光体から除去するクリーニング
工程を有する画像形成方法において、
　該クリーニングブレードの先端が、円筒中心角度Ａ（円筒中心軸鉛直上方を０度として
該円筒型有機感光体の回転方向を正とする）が－３０度以上５０度以下の範囲内で、該円
筒型有機感光体に当接しており、
　該トナーは、少なくともトナー粒子と無機微粉体とを含有しており、
　該円筒型有機感光体は、基体上に感光層及び保護層を有しており、２５℃，湿度５０％
環境下でビッカース四角錐ダイヤモンド圧子を用いて硬度試験を行い、最大荷重６ｍＮで
押し込んだユニバーサル硬さ値（ＨＵ）が１５０Ｎ／ｍｍ2以上２２０Ｎ／ｍｍ2以下であ
り、かつ弾性変形率（Ｗｏ）が４４％以上６５％以下であり、
　該保護層の弾性変形率をＷｏ（％）とし、該クリーニングブレードの先端位置が、該円
筒型有機感光体に当接している円筒中心角度をＡ（度）としたとき、式（１）の範囲内の
位置で該円筒型有機感光体に当接していることを特徴とする画像形成方法。
　　－１２００≦Ａ×Ｗｏ≦２０００　　　Ｗｏ＞０　　　（１）
【請求項２】
　該保護層中にフッ素原子含有樹脂粒子または、且つ脂肪酸金属塩を含有していることを
特徴とする請求項１に記載の画像形成方法。
【請求項３】
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　該フッ素原子含有樹脂粒子の含有量が保護層の全質量に対し、５％以上４０％以下であ
ることを特徴とする請求項２に記載の画像形成方法。
【請求項４】
　該脂肪酸金属塩の含有量が保護層の全質量に対し、０．０５％以上５．０％以下である
ことを特徴とする請求項２に記載の画像形成方法。
【請求項５】
　該保護層の表面粗さの十点平均粗さＲｚｊｉｓが０．１μｍ以上１．５μｍ以下である
ことを特徴とする請求項１乃至４のいずれかに記載の画像形成方法。
【請求項６】
　該無機微紛体の粒子形状が、立方体状の粒子形状及び／又は直方体状の粒子形状を有し
、一次粒子の平均粒径が３０ｎｍ以上３００ｎｍ以下のペロブスカイト型結晶の無機微紛
体であることを特徴とする請求項１乃至５のいずれかに記載の画像形成方法。
【請求項７】
　該無機微紛体中に粒子形状が立方体または直方体であるものが５５個数％以上含有して
いることを特徴とする請求項１乃至６のいずれかに記載の画像形成方法。
【請求項８】
　該無機微紛体のトナーへの添加量は０．１質量％以上７．０質量％以下であることを特
徴とする請求項１乃至７のいずれかに記載の画像形成方法。
【請求項９】
　該無機微粉体はチタン酸ストロンチウム、チタン酸バリウムであることを特徴とする請
求項１乃至８のいずれかに記載の画像形成方法。
【請求項１０】
　該無機微紛体はペロブスカイト型結晶で、脂肪酸表面処理を施してあることを特徴とす
る請求項１乃至９のいずれかに記載の画像形成方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本発明は、上記課題を解決するために検討を重ねた結果、感光体にクリーニングブレー
ドを当接して行うクリーニング方法や、トナーに外添する無機微紛体などに特徴をもたせ
ることにより、上記課題を克服することが可能となった。つまり、本発明の下記の構成を
特徴とする画像形成装置により達成されることを見いだした。
〔１〕円筒中心軸がほぼ水平になるように設置された円筒型有機感光体を帯電する帯電工
程と、該円筒型有機感光体の帯電面に静電潜像を形成する潜像形成工程と、トナー担持体
上に担持させたトナー像を転移させて静電潜像を現像しトナー像を形成する現像工程と、
円筒型有機感光体上に形成させたトナー像を中間転写体を介して、または介さずに、転写
材に転写する転写工程と、該円筒型有機感光体の表面に弾性部材で構成されたクリーニン
グブレードを当接させて、感光体上に残った転写残トナーを感光体から除去するクリーニ
ング工程を有する画像形成方法において、
　該クリーニングブレードの先端が、円筒中心角度Ａ（円筒中心軸鉛直上方を０度として
該円筒型有機感光体の回転方向を正とする）が－３０度以上５０度以下の範囲内で、該円
筒型有機感光体に当接しており、
　該トナーは、少なくともトナー粒子と無機微粉体とを含有しており、
　該円筒型有機感光体は、基体上に感光層及び保護層を有しており、２５℃，湿度５０％
環境下でビッカース四角錐ダイヤモンド圧子を用いて硬度試験を行い、最大荷重６ｍＮで
押し込んだユニバーサル硬さ値（ＨＵ）が１５０Ｎ／ｍｍ2以上２２０Ｎ／ｍｍ2以下であ
り、かつ弾性変形率（Ｗｏ）が４４％以上６５％以下であり、
　該保護層の弾性変形率をＷｏ（％）とし、該クリーニングブレードの先端位置が、該円
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筒型有機感光体に当接している円筒中心角度をＡ（度）としたとき、式（１）の範囲内の
位置で該円筒型有機感光体に当接していることを特徴とする画像形成方法。
　　－１２００≦Ａ×Ｗｏ≦２０００　　　Ｗｏ＞０　　　（１）
〔２〕該保護層中にフッ素原子含有樹脂粒子または、且つ脂肪酸金属塩を含有しているこ
とを特徴とする〔１〕に記載の画像形成方法。
〔３〕該フッ素原子含有樹脂粒子の含有量が保護層の全質量に対し、５％以上４０％以下
であることを特徴とする〔２〕記載の画像形成方法。
〔４〕該脂肪酸金属塩の含有量が保護層の全質量に対し、０．０５％以上５．０％以下で
あることを特徴とする〔２〕に記載の画像形成方法。
〔５〕該保護層の表面粗さの十点平均粗さＲｚｊｉｓが０．１μｍ以上１．５μｍ以下で
あることを特徴とする〔１〕～〔４〕に記載の画像形成方法。
〔６〕該無機微紛体の粒子形状が、立方体状の粒子形状及び／又は直方体状の粒子形状を
有し、一次粒子の平均粒径が３０ｎｍ以上３００ｎｍ以下のペロブスカイト型結晶の無機
微紛体であることを特徴とする〔１〕～〔５〕に記載の画像形成方法。
〔７〕該無機微紛体中に粒子形状が立方体または直方体であるものが５５個数％以上含有
している事を特徴とする〔１〕～〔６〕に記載の画像形成方法。
〔８〕該無機微紛体のトナーへの添加量は０．１重量％以上７．０重量％以下であること
を特徴とする〔１〕～〔７〕に記載の画像形成方法。
〔９〕該無機微粉体はチタン酸ストロンチウム、チタン酸バリウムであることを特徴とす
る〔１〕～〔８〕に記載の画像形成方法。
〔１０〕該無機微紛体はペロブスカイト型結晶で、脂肪酸表面処理を施してあることを特
徴とする〔１〕～〔９〕に記載の画像形成方法。
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